
















































































































































































1． リー ダーが コスモ ポ リタンで な く、地 元住民 か ら選出 され ている。
2， リー ダー と職 員が 中央政府 で な く地元 の メ ンバ ーに責任 を負 う。
3． 用水 の配分が 受益者 の果 たす義掛 こ応 じて与 え られ る。 ＝割 当て制度 （ShareSystem ）
4． 用水配 分 にお いて上 流下流 の格差 が是 正 されて いる。 ＝割 当て制度 （ShareSystem）
5． メンバ ーが水 資源 を制御す る度合 いが 高い 。









































































lFreeman，Creating a Supportive Policy Environment　for h・rigation















































用水路 形式 計画延長（加） 実延長（加） 計画分水工 実分水工
幹線水路 コンクリー ト水路 3．12 1 6
LB 土水路 1．68 3．2 3 33
LBl 土水路 0．76 12
LBZ 土水路 2．16 22
LC 土水路 3．6 7 29
LD 土水路 3．78 7 26
LDl 土水路 0．66 1．9 2 21




























































































































































































































































































LBl Ll】2 LB B 全体 C（LC） D （LD） E（LE）
溢 漑面 積 24．Oha 41．9ha 67．Oha 132．9ha 142．6ha 184．4ha 62．2ha
南 棟比 4．1％ 8．2％ 14．0％ 26．3％ 24．6％ 33．6％ 11．1％
実 配分 比 7．6％ 13．4％ 24．5％ 45．5％ 15．5％ 22．3％ 16．0％
水 門管 理 人の水 配 分
割 合













































































































































































Mr．MM LBl Bl Z X IA 長 の弟。 1998年 、。
3 BOD X LBl Bl Z X
4 BOD X LBl Bl Z X
5 IA長 Mr．Ⅲ LB2 B2 Z 4 IA 長。 1993年 、。
6 BOD Mr．00 LB2 B2 Z 6 IA 長 のい とこ
7 BOD Mr．PP LB2 B2 Z X IA 長の い とこ
8 BOD X LB2 B2 Z X
9 会計 役 Mrs．S
LB・幹 線
水路 B P X






1992年 か ら BOD。 1994年
か ら98年 まで 2期 副 IA 長
11 書 記 Mr．QQ LB B Z北 部 6 反対 派閥。 1998年 、。
12 BOD X LB B Z北 部 X
13 BOD MrRR LB B Z北 部 6 反対 派開。 1998年 、。
14 BOD MrsUU LB B P X













支 線 水 路
潅漑 受 益 受 益 面 積 受 益 面 積 比 に 応 じ 実 BOD 人 水 路 別 実 用 水
面 積 （ha） 此 （％） た BOD 割 当 て 数 数 （％ ） 配 分 比 （％ ）
Bl 24，0 16．0 2．2 4（28．6） 16．6
B2 41．9 28．1 3．9 4（28．6） 29．2
B 67．0 44．9 6．3 4（28．6） 53．5
幹 線 水 路 16．4 11．0 1．6 2（14．2） 0．7






























1 FIGl長 Ⅹ LBl 1 Z Ⅹ IA長の妹の夫
2 副 IA 長 Mr．NN LBl 1 Z Ⅹ





Mr．Ⅱ LB2 2 Z 4 IA長。1993年、
4 会計役 Ms．AAA LB2 2 Z Ⅹ 2（拇1年、
5 監査役 Mr．BBB LB2 2 Z 4 IA長のいとこ







水路 4 P Ⅹ
夫が IA 長の妾の親戚。
2∝）0年、
9 FIG5長 Mr．YY L王3 5 Z北部 6
請 求係 Mr．QQの兄。
反対派閥。2∝）3年～



























（ha） （％） 者人数 （％） （％）
1 24．0119 16．1 2．09 2（15．4） 16．6（LBl）
2 21．3099 14．3 1．86 3（23．0） 29．2（LB2）
3 20．5528 13．8 1．79 1（7．7） －
4 30．7334 20．5 2．67 2（15．4） 餌．2（LB．幹線水路）
5 27．（期52 18．1 2．35 2（15．4） －
6 15．2369 10．2 1．33 1（7．7） ー
7 10．45餅〕 7．0 0．91 2（15．4） －







































































































































































































































































































































































































































































































































































上流下流 × △ （水管理人を雇用、水路清掃の有償化。＆下流部
格差 FIG5．6，7の水不足。）
水資源管 × △ （NIAと4IAのリエゾン会合実施。＆支線水路の漏
理能力 水による送水ロス）








規則の修 △ △ （FIG長からなるBOD会合の活性化。年2回のIA
正能力 総会の定例化、活性化＆重要規則の修正権限の欠如）
監視 × △ （水利費徴収制度改善、記録整備＆不正情報の非公
開）
段階的な × × （罰金の末教収。不正酬収入、水利費不払い者の放
制裁 置）
紛争解決 × △ （BOD会合における間鴛協議、mAとの関係改醤
能力 による交渉能力向上。＆不正の放置）
組織化の △ ○ （NIAとの関係改善。IAの資金の増額。IA事務所
権利 の建設、IA機材の購入等自主的活動）
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